
生徒会指導について 
 

1． 目的  ①生徒自身の自治的・自主的な活動能力を育成すること。 （好学進取、自主・自立） 

②生徒一人一人が主体となって活動すること。 （自主・自立） 

③学校生活の向上を図ること。 （健康、共生と社会貢献） 

 

2． 活動方針 

 

 

    平成１９年度生徒総会で策定された活動方針「あなたの役割ひとつのピース」をうけ、“生徒の手

でつくる”生徒会活動を指導方針とし、单中宣言の達成をめざす。 

 

                ○ 歌 歌を大切にする生徒 （自主・自立、健康） 

   ※ 单中宣言       ○ 生活 さわやかな生徒    （健康、共生と社会貢献） 

              ○ 学習 自ら学ぶ生徒     （好学進取） 

 

 

3． 本年度の重点指導項目 

(1) 全校評議会・委員会活動の充実 

  ・ 生徒会本部―全校評議会―委員会―専門部の連携を意識した活動を行う。 

  ・ 具体的な取り組みを実施し、生徒に達成感をもたせる活動を工夫する。 

 

(2) 広報活動の活用 

・ 生徒会報（South Friends）、校内放送、ＯＳ（オープンスペース）掲示を活用し、それぞれ

の活動が目に見えるようにする。 

・ 朝、帰りの会での伝達事項を徹底する。専門部会議を実施することにより、連携を強める。 

 

4． 生徒会組織 

 

       

                

 

                       

 

          

 

 

 

       

    

 

 

 

 

 

生徒委員会 

・生活 ・学習 ・文化 

・環境 ・給食 ・放送 

 

部活動(部長会) 

・バスケ(男女) ・バレー(男女) 

・剣道(男女)  ・野球(男)     

・陸上(男女)  ・テニス(女)  

・卓球(男)    ・サッカー(男) 

・水泳（男女） ・美術（男女）  

・吹奏楽（男女） 

生徒の手でつくる生徒会 

生徒会本部 

会長1名（3年）副会長2名（3年） 

書記２名（２・３年各１名） 

会計２名（２・３年各１名） 

全校評議会 

本部・評議員 

委員長・部長会長 

校長 

生徒総会 

実行委員会 

学級会 

職員会議 

活発 



5． 生徒委員会 

（１）活動内容と望ましい生徒像 

 

 

 

 

 

 

委員会 専門部 活  動  内  容 望ましい生徒像 

生 活 ◎ 日常生活の向上をめざす活動（生活面・保健面） 

・身だしなみチェック、週直点検などの点検活動 

 ・健康観察 

 ・体調の悪い人を保健室につれていく 

 ・ロッカー、かさ立ての管理 

○身だしなみの意識が高い

生徒 

○元気にあいさつができる

生徒 

学 習 ◎ 授業をはじめとする学習の向上をめざす活動 

図書室開放に関わる活動 

 ・授業規律の徹底 

 ・チャイム前着席の呼びかけ   

 ・学習道具の管理 

 ・定期テストの予想問題作成 

 ・図書の貸し出し当番 

○時間を見て、根気強く呼

びかけができる生徒 

○図書当番などの活動を 

 忘れずに行える生徒 

文 化 ◎ 歌声を中心とした学校文化の向上をめざす活動 

 ・日常の歌声活動の計画、運営 

 ・合唱コンクールの運営 

 

○明るい笑顔で人前に立て 

る生徒 

○根性のある生徒 

環 境 ◎ 学校の生活環境の整備活動（清掃・掲示物） 

 ・清掃活動の呼びかけ、清掃時の反省 

 ・教室、OSのワックスがけ 

 ・清掃用具点検、補修 

 

○一生懸命清掃ができる 

生徒 

○みんなのために進んで 

 奉仕できる生徒 

給 食 ◎ よりよい給食の時間づくりをめざす活動 

・給食当番衛生チェック 

 ・配膳台の管理 

○衛生に気を配れる生徒 

○食事マナーを守れる生徒 

放 送 × 校内放送の企画運営・放送機器の管理 

 ・日常の校内放送（朝、昼、下校時） 

 ・行事、集会等での放送機器準備 

○毎日の仕事に責任もって 

 取り組める生徒 

○人前で話ができる生徒 

学年評議会 学年集団の向上をめざす活動 ○すべての活動において 

 リーダーとして動くこと

のできる生徒 

○指示、呼びかけが根気強 

くできる生徒 

全校評議会 全校の学校生活・行事の向上をめざす活動  

 

  

※ 生徒委員会は、各学級から男女１名ずつ選出する。 

     学習委員会のみ、男女１名＋図書担当１名（男女問わず）を選出する。 

学級（学年・学校全体）で、それぞれの分野において 

リーダーシップを発揮できる生徒が委員になることが望ましい。 

→ ○役割を責任もって果たす。     ○指示・伝達が確実にできる。 

      ○意欲的に活動に参加できる。    ○周囲からの信頼がある。 

 



（２）任期 

  ◇ 評議員（学級委員）・・・半期 

  ◇ 委員         ※半期で交代。（継続も可能）委員長は残ることが望ましい。 

                  

６．定例活動   

  （１）生徒会本部 （毎週月曜日） 

     ・生徒会活動の企画やそれに伴う作業を実施 

     ・行事前は集中して活動を行う場合があります。 

（２）全校評議会（月1回程度） 

・全校活動目標、取り組みの設定 

     ・各委員会／評議会の活動報告ならびに、協力依頼事項の提示 

     ・その他、行事の実施要綱の提案、協議 

  （３）生徒委員会／学年評議会（月1回程度） 

・月間の活動目標の反省，次の目標と取り組みの設定 

・その他，委員会・学年の実態で必要なこと 

※ 各委員会の目標は委員会実施の翌日から，次の月の委員会当日までに取り組む。 

（４） 部長会（月1回程度） 

・各部活動の反省と目標設定 

・部活動運営に必要な活動の企画，運営（部活動紹介、壮行会、部活動駅伝） 

 

７．年間活動計画 

 

月 生徒会関連行事 生徒委員会 全校評議会 全校集会 

４ 対面式（１２） 

 

顔合わせ、役員決定 

年間活動計画 

顔合わせ、 

生徒会活動方針提案 

○対面式 

５ 生徒総会（２７） 定例（月の反省、目標

の設定） 

年間活動計画の確認 

定例（月の反省、目標の

設定） 

生徒総会にむけて 

 

６  生徒総会をうけて 

定例 

生徒総会をうけて 

定例 

 

７ 壮行会（５） 定例 定例 

文化祭にむけて 

○壮行会 

８     

９ （体育祭）（１０） 定例 

前期の反省 

定例 

前期の反省 

○文化祭に

むけて 

10 生徒会本部役員選挙（13） 

文化祭（25） 

新組織の決定 定例（後期評議員による） ○任命式 

11  定例 定例  

12 予餞会実行委員招集 定例 定例 ○ 

１  定例 定例 

予餞会にむけて 

○ 

２  定例 定例  

３ 予餞会（６） 1年間の反省 １年間の反省 ○予餞会 

 

 ◇ 募金活動・・・赤い羽根、愛のひとしずく、緑の羽根、平和の鐘、愛と友情の絵はがき 


